
Ⅰ　はじめに
　平成 29 年度告示の中学校学習指導要領（文部科学省 
2018）では，自然の事物・現象に進んで関わり，見通し
をもって観察，実験などを行い，その結果を分析して解
釈するなどの科学的に探究する学習を充実させること
が重要視されている。そのため実験においても，課題の
設定，仮説の設定，検証計画の立案，観察，実験の実施，
結果の処理，考察・推論，表現・伝達をより意識し，科
学的に探究する学習になるよう求められている。
　しかしながら，中学校理科教員は日々の授業の準備と
後片付け，生徒に課した課題の採点と評価，学期末試験
の作成と採点及び評価，学級運営と生徒指導，保護者へ
の対応，学校行事への対応，学校内雑務，部活動指導な
どやらなければいけないことが沢山あり，実験器具の準
備や片付け，予備実験に時間を割く余裕がないのが現状
である（石井 2013）。また令和３年度の教科書改訂に伴
い，新しく加わった実験や新たに扱う薬品の対応が必要
となっている。
　そこで本研究では，生命分野の教科書記載の「実験・
観察」と「ためしてみよう」の実施状況から，現場での
実態とニーズを把握することを目的として，兵庫県内の
姫路市，明石市，兵庫教育大学附属中学校の理科教員に
協力を依頼し，Microsoft forms を使ってアンケート調査
を実施した。

Ⅱ　方法
（１）アンケートの実施
　姫路市，明石市，兵庫教育大学附属中学校の理科教員
を対象に，2021 年度の生命分野の「実験・観察」と「た
めしてみよう」の実施状況についてアンケート調査を
行った（2022 年 3 月）。調査は Microsoft Forms を利用し，
回答者数は 53 名であった。教員経験年数の内訳につい
ては図１，各専門分野については図２の通りであった。

（２）アンケート
　未来へひろがるサイエンス１～３（啓林館，大矢ら 
2021a ～ c）に掲載されている各学年の生命分野の「実験・
観察」についての実施状況と，「実験・観察」に準ずる「た
めしてみよう」の各項目についての実施状況を調査する
内容とした。また，教科書の改訂にともない気になった
こと，実験準備や教材研究をする上で負担になっている
こと，気になること，改善したいことについても記述式
での回答をお願いした。アンケートは資料として示す。

Ⅲ　結果
　アンケートに回答いただいた教員の在職年数は 10 ～
15 年未満が 28.3％と最も多く，15 ～ 20 年未満が 11.3％
と最も少なかったが，どの世代からも幅広く回答を得ら
れた（図１）。教員の得意な分野は「化学」が 39.6％と
最も多く，続いて物理・生物・地学の順であった（図２）。
　第１学年の生命分野の「実験・観察」について，最も
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実施されていたのは「花のつくり」で，「うまくいって
いる」・「改善したい」合わせて 89.3％，最も実施されて
いなかったのは「この野菜は何のなかまだろうか？」で，

「うまくいっている」・「改善したい」あわせて 60.7％，
全体の実施状況の平均は 77.5％であった（図３）。
　第２学年の生命分野の「実験・観察」について，最も
実施されていたのは「刺激を受け取ってから反応するま
での時間」で，「うまくいっている」・「改善したい」あ
わせて 94.3％，最も実施されていなかったのは「生パ
イナップルを使ったゼリーが固まらないのはなぜ？」で
14.3％，全体の実施状況の平均は 73.5％であった（図４）。
　第３学年の生命分野の「実験・観察」について，最も
実施されていたのは「細胞分裂をするときの細胞の変
化」で 68.0％，最も実施されていなかったのは環境分野
の「身近な自然環境の調査」で 28.0％，全体の実施状況
の平均は 51.2％であった（図５）。
　第１学年の生命分野の「ためしてみよう」では，最も
生徒実験が行われていたのは「水中の小さな生物を観
察してみよう」で 51.9％，最も実施されていなかった
のは「チリメンモンスターの観察」で 11.1％であった。
演示実験が最も実施されていたのは「マツの花の観察」
で 37.0％，最も実施されていなかったのは「花のどの部
分が果実や種子になるかを調べる」で 3.7％，生徒実験・
演示実験あわせた実施状況の平均は 43.5％であった（図
６）。
　第２学年の生命分野の「ためしてみよう」では，最も
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図 ４　第 ２学年の生命分野の「実験・観察」について
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図 ３　第 １学年の生命分野の「実験・観察」について

図 5　第 ３学年の生命分野の「実験・観察」について
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図 6　第 １学年の生命分野の「ためしてみよう」について
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図 7　第 ２学年の生命分野の「ためしてみよう」について
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生徒実験が行われていたのは「葉の細胞の中で光合成
が行われている場所を確かめる実験」で 52.8％，最も
実施されていなかったのは「ヒメダカが刺激をどこで
感じているかを調べる実験」で 2.8％であった。演示実
験が最も実施されていたのは「ヒトの肺の模型をつくっ
てみよう」で 52.8％，最も実施されていなかったのは「鳥
の心臓を調べてみよう」と「葉の細胞の中で光合成が
行われている場所を確かめる実験」で 5.6％，生徒実験・
演示実験あわせた実施状況の平均は 38.9％であった（図
７）。
　第３学年の生命分野の「ためしてみよう」では，最も
生徒実験が行われていたのは「ソラマメの根の成長の観
察」で 24.0％，他は全て 16.0％であった。演示実験で
は「花粉の変化の観察」と「ソラマメの根の成長の観察」
で 12.0％，他は 0.0％で，生徒実験・演示実験あわせた
実施状況の平均は 17.6％であった（図８）。
　実験準備や教材研究を行う上で負担に感じることへ
の回答では，時間の不足に関する記述が 50.0％を占め，
次いで器具や薬品等材料の準備に関することが 18.8％，
理科室の使用に関するものとコロナ禍での配慮に関す
ることが 10.4％，ICT 活用に関することが 6.3％。予算
に関することが 4.2％であった（図９）。

Ⅳ　考察
　中学校学習指導要領（文部科学省 2018）の改訂に伴い，

「学校や生徒の実態に応じ，十分な観察や実験の時間を
確保すること，課題解決のために探究する時間などを
設けるようにすること。その際，問題を見いだし観察，
実験を計画する学習活動，観察，実験の結果を分析し解

釈する学習活動，科学的な概念を使用して考えたり説
明したりする学習活動などが充実するようにすること」
とあり，これまで以上に「実験・観察」を重要視した指
導計画の作成が求められている。
　今回アンケート調査を実施した中学校で使用されて
いる，未来へひろがるサイエンス（啓林館，大矢ら 
2021a ～ c）の「ためしてみよう」に関しては，「実験・
観察」に準ずる取り扱いで，他の教科書でも，自然の探
究　中学理科（教育出版， 室伏ら 2021a ～ c）や理科の
世界（大日本図書，有馬ら 2021 a ～ c）でも「やってみ
よう」として取り扱われていることから，実施の充実が
望ましいと考えられる。
　第１学年の生命分野の「実験・観察」の実施状況につ
いては77.5％と他学年に比べ実施の割合が高かった。「実
験・観察」を実施しなかった理由としてはコロナ禍で班
活動や実験を行うことが困難であったこと，また時間が
なかったとの回答も多く，「実験・観察」の実施を精選
したとの回答もあった。生命分野は第１学年の理科の最
初の単元であるが，年度当初の行事で授業時数が圧迫さ
れること，理科が週３コマと他学年より授業時数が少
なく，中間テストの出題範囲を広げたいとの意図から，
探究活動に十分に時間をとることが難しいということ
が分かった。テスト実施後の探究活動の設定や説明と実
験の時間配分など，時間を確保する工夫が必要であると
考えられる。また植物や動物教材など材料の準備への負
担や，結果が安定しないとの回答もあり，入手や準備が
容易で，かつ安定して結果の得られる材料の検討が必要
であると思われる。「ためしてみよう」については教科
書の改訂で第２学年から移行してきた動物に関する項
目の実施割合が低く，生物を実験材料とすることへの困
難さもあるため，演示実験での動画の活用等を併用すれ
ば，準備への負担軽減を図ることも可能ではないかと考
えられる。
　第２学年の生命分野の「実験・観察」の実施状況に
ついては 73.5％と第１学年に次いで割合が高かったが，
動物（ヒトのほお）の細胞の観察や唾液のはたらき，刺
激を受けとってから，反応するまでの時間（手をつない
で行うもの）と，コロナ禍で行うことが難しかったとい
う回答が多く，例年であればさらに実施の割合は高かっ
たと考えられる。「ためしてみよう」については光合成
の実験を除いて多くの項目が実施されていないことか
ら，第２学年でも動物を材料とすることへの困難さが明
らかになった。対応として模型や動画の活用等，教材を
工夫することが考えられる。
　第３学年の生命分野（環境の単元も含む）の「実験・
観察」の実施状況については 51.2％と他学年より低いこ
とが明らかとなった。その中でも細胞の観察については
うまくいかない，改善したいとの回答が複数見られた。
また遺伝のモデル実験ではよりイメージしやすい方法
があるのではいかとの回答も複数みられ，どちらも教材
開発の必要性が感じられた。「ためしてみよう」につい
ても他学年に比べて実施の割合は低い。とくに環境分野
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図 8　第 ３学年の生命分野の「ためしてみよう」について
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の実施の割合が低いが，環境分野は年度末に履修するこ
とが多く，ゆっくり「実験・観察」する時間より入試
対策を優先させた演習時間を多くとりたいとの回答も
あった。「実験・観察」の実施と入試対策の両立を図る
ための工夫をしていくことが必要であると思われる。
　実験準備や教材研究を行う上で負担に感じることへ
の回答や，どの学年でも「実験・観察」を実施しなかっ
た理由として「時間の不足」が挙げられることが明らか
となった。このことから，今後の研究ではこれらの結果
をもとに，時間的負担を軽減できる工夫，また入手や準
備が容易で，かつ安定して結果の得られる教材の開発を
検討することが必要であると考えられる。
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教育出版．令和２年検定．　

室伏きみ子　他 34 名（2021c）　自然の探究中学理科３．
教育出版．令和２年検定．　

大矢禎一　他 147 名（2021a）　未来へひろがるサイエン
ス１．啓林館．令和 2 年検定 .

大矢禎一　他 147 名（2021b）　未来へひろがるサイエン
ス２．啓林館．令和 2 年検定 .

大矢禎一　他 146 名（2021c）　未来へひろがるサイエン
ス３．啓林館．令和 2 年検定 .
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